
  

 先日セミが鳴く声を今年初めて聞きましたが、猛暑のせいか、少し辛そうに鳴いているように感じました。

早朝から太陽の強烈な光が地面をジリジリと焼いているようで、日中には体温越えの 40℃に迫る晴天が連日

続いていますが、皆様、体調を崩されていませんか。軽度の熱中症になった後でも、頭痛、めまい、倦怠感、

食欲不振などの後遺症が現れ、重度の場合には、脳、肝臓、腎臓への障害が、数か月、数年にわたり継続する

そうです。特に、脳へのダメージを防ぐためには、出来るだけ短時間に、水分補給と体温を冷やす応急処置を

開始し、迷わず救急車を呼んでください。今年のような危険な猛暑日には、出来るだけ外出を控えるのが良い

のですが、お盆の墓参りなどで外出する際には、帽子を被るか日傘をさして、こまめに休憩しながら水分と塩

分とを補給し、手のひらや首回りを冷やす冷感グッズを積極的に利用してみてください。 

 先月末に、今話題の映画、（吉田修一原作、李相日監督）「国宝」を妻と一緒に観てきました。この映画を一

度観た方が、数回から多い方では十回もリピーターになってこの映画を鑑賞されるそうです。実際に、知り合

いの多くの方がすでに鑑賞していて、「最高に良かったね」と語りあい、身近にも口コミが広がっていました。 

 身寄りのない極道出身の主人公（吉沢亮）が、十五歳の時に、縁あって上方歌舞伎界の名門の家に入り、同じ

歳の跡取り息子とともに育てられ、その後のこの二人の関係を中心に、血筋と才能の狭間で葛藤する人物たちを

豪華なキャスト陣（横浜流星、渡辺謙、寺島しのぶ、田中泯、永瀬正敏ほか）で描いています。最後に主人公は、

人間国宝に認定されますが、それまでの主人公の心の葛藤などを、歌舞伎役者の人生に視点を置きながら、「二

人藤娘」「曽根崎心中」「鷺娘
さぎむすめ

」の演目の場面を含めて、美しい映像美で表現されている点に、とても感動を覚え

ました。主演の吉沢さんが、映画で共演もされている上方歌舞伎の重鎮四代目中村鴈治郎氏による、一年半もの

稽古指導を経て、歌舞伎の女形の演目を、本当の歌舞伎役者のように美しい所作と姿勢で演じつつも、演ずる人

の心の内を、目や顔の表情、声色、指先、体全体で見事に表現して演じ切り、俳優としての凄さを感じました。 

 これまでの歌舞伎に対する見方が少し変わり、機会があればまた京都の南座へ足を運んでみたいと思います。 

きた歯科だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～Vol.18３ あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 
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